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第４節 検討項目整理 

 

 本節では、既に設定していた検討項目と本年度の調査、事例集、研修、e ラー

ニング教材から得た知見を参考に作った項目を組み合わせ、来年度の講座プロ

トタイプにおいて必要となる実施モデル構築に関する検討項目を提示する。 

 まず、「受講者募集」大項目には、「募集広告」と「業界連携」に関する中項目

に分かれ、「メディア活用」、「個別企業の選定」、「業界団体」という小項目を具

体化して検討する。 

 次に「講座実施」に関して検討するべき中項目としては、「運営体制」、「教育

機関連携」、「業界企業連携」といった小項目を持つ「実施体制」が挙げられる。

また、「初期コスト」、「運用コスト」や「収支計画」といった項目を含む「予算

確保」、「学校」、「外部」といった項目を含む「実施場所」といったものが挙がる。 

 「教育プログラム」に関しては、まず「レディネス」や「役職・職種」という

「受講者属性」がある。つづいて「知識学習」と「スキル学習」のそれぞれの「学

習目標」、さらに「スケジュール」、それから「曜日」、「時間帯」、「内容」を検討

する「スクーリング」、また「テキスト」、「映像」、「ドリル」に関する「教材」、

最後に「履修基準」、「試験形態」、「試験頻度」といった「評価手法」がある。 

 「e ラーニング」の項目では「実施形態」の「ブレンディング比率」がある。

また、「基本機能」、「学習支援機能」、「管理機能」といった「機能」、そして、「SNS」

や「ビデオ会議」について検討する。「補助機能」といった項目が挙がる。 

 次ページにおいてこれらの検討項目を表に整理した。来年度はプロトタイプ

の講座を実施した実証実験を行うために、これらの項目についてその選択肢、手

法を、実施委員会及び分科会で確定する。 
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